
西リヴィエラの“美しい村”とピエモンテ・アルプス  11日間
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【イタリア】
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ピエモンテ州西部
ピエモンテ州は西がフランスとの国境となり、アルプスの山々
が連なります。そのピエモンテ・アルプスでひときわ目立つの
が、モンヴィーゾ山（3,841m）。イタリアで一番長いポー川の
源流があり、ピラミッド形をした美しい山容を誇る山です。一
般的にトリノ以西のピエモンテ州を巡るツアーはございません
が、モンドヴィ、クーネオ、サルッツォなど中世からの歴史を
持つ美しい街々が点在しています。その他、イタリア最大級の
クーポラがあるヴィコフォルテ大聖堂、美しい壁画が残るマン
タ城、「イタリアの万里の長城」と呼ばれるヨーロッパ最大の
フェネストレッレ要塞など多彩な見所にご案内します。

世界最大のクーポラは息を呑む美しさ

名峰モンヴィーゾとサルッツォ 中世の400年間、
侯爵家の支配下において発展し、中世の街並みが残りま
す。背後にはピエモンテの人達の心の拠り所でもあるモ
ンヴィーゾ山などアルプスの山々を望む事ができます。

かつてはピエモンテ最大の都市であったクーネオ 
総距離８キロにも及ぶポルティコ（回廊）が街の特徴。
見所はサン・フランチェスコ建築群。ゴシック様式の教
会と、 歴史博物館となっている僧院で構成され、回廊に
囲まれた中庭にはローマ時代以前の遺跡が残ります。

ポレンツォ ブラ近郊の小さな町ポレンツォ。
食文化科学大学（スローフード大学）があること
でも知られます。中心の広場には美しいレンガ色
の教会と塔が並びます。

旅の最後はトリノ市内中心に２連泊 17 世紀、
サヴォイア王家の栄華が花開いた時代に建造されたイタリ
アン・バロックの美しい街並みが残ります。

スローフード発祥の地・ブラ 食材の
地産地消、伝統食材の保存と継承などを軸
にしたスローフード活動の本拠地。バロッ
ク建築の街並みも美しい。

世界最大のクーポラ・ヴィコフォルテ大聖堂 1596 年にサヴォイ
ア家の霊廟として建設が開始され、クーポラ（丸天井）は 1731 年に完成。世
界最大規模のクーポラ（長軸約 37m, 短軸約 25m, 高さ約 17m）ということで、
1880 年にイタリアの国宝に指定されています。巨大な楕円形の美しい天井絵は、
立体的にも見える技法で人や建物、情景が丁寧に描かれ、見るものを圧倒します。

クーポラ上部に上がり、
間近にご覧いただきます。

←

珠玉のフレスコ画・マンタ城 中世物語を描いたフレス
コ画が残り、特に秀逸なのが「9人の英雄と９人の女傑」が描か
れた貴族の間。絵のリアルな存在感に圧倒されることでしょう。

ヨーロッパ最大・フェネストレッレ要塞 高低差 633
ｍ、長さ約 3km、イタリアの万里の長城と呼ばれます。
要塞３つ、砦は７つあり、完成まで 122 年を要しました。

「最も美しい村」キアナーレ フラン
ス国境近く、小川が流れ石造りの家々
が並ぶ「イタリアの最も美しい村」。

ピエモンテ・アルプス 
フランス国境近くのアルプス
の山々の眺望も楽しみます。

ヘリオス小屋からの眺望

サクラ・ディ・サンミケーレ 10 世
紀建造のベネディクト派の修道院。 
聖ミカエルに捧げられた孤高の聖地。



都 市 名 ス ケ ジ ュ ー ル

1 東京ニース～サンレモ
■朝～午後、羽田または成田空港より、空路、乗り継ぎ便にて、ニースへ。
■着後、西リヴィエラのサンレモに向かいます。                 〈サンレモ泊〉   －    

2

サンレモ滞在
（ドルチェアックア）
（アプリカーレ）
（セボルガ公国）

■午前、サンレモの旧市街を散策した後、内陸に入り、ドルチェアックアへ。モネ
も描いた中世の石橋○、サン ･セバスティアン教会○などにご案内します。
■午後、丘の上に佇む村「イタリアの最も美しい村」1アプリカーレ○に立ち寄り、
その後、自称「独立国」である2セボルガ公国○を訪問。独自の国旗や切手も存
在していますが、実態はイタリアの美しい村。散策をお楽しみ下さい。観光後、
サンレモに戻ります。                                                                〈サンレモ泊〉        

3
サンレモ滞在
（リングエリエッタ）
（トリオーラ）

■午前、3リングエリエッタ○に立ち寄り、サンレモに戻ります。その後、自由行動。
★昼食は、リグーリア風干ダラのサラダ「ブランデクユン」をどうぞ。
■午後、更に内陸の4トリオーラへ。中世に魔女狩りがあったことでも知られ、今
では「魔女の村」として村おこしをしています。着後、石造りの街並みの散策と
魔女博物館◎にご案内します。
                                                                                                               〈サンレモ泊〉        －

4

サンレモ
（チェルボ）
（カステルビアンコ）
（ズッカレッロ）
（フィナルボルゴ）
サヴォーナ

■午前、海を望む丘の上に建つ村5チェルボ○に立ち寄り、内陸の美しい村へ。四
角い窓枠が印象的な家々が並ぶ6カステルビアンコ○、石橋が美しい7ズッカレ
ッロ○と巡ります。
★昼食は、リグーリア名物・円形の平らなパスタ「コルツェッティ」をどうぞ。
■午後、城壁に囲まれた村8フィナルボルゴ○を訪れた後、港湾都市サヴォーナへ
向かいます。                                                                             〈サヴォーナ泊〉        

5

サヴォーナ
（ミッレシモ）

（ヴィコフォルテ）

（モンドヴィ）

クーネオ

■午前、内陸に進み、半分だけ残った中世の橋が印象的な9ミッレシモ○に立ち寄り、
ピエモンテ州南西部へ。
★昼食は、ピエモンテの名物パスタ「タヤリン」をどうぞ。
■午後、ヴィコフォルテにて世界最大級のクーポラ（丸天井）がある大聖堂◎を見学。
クーポラ上部まで上がり、美しいフレスコ画を間近にご覧いただきます。その後、
モンドヴィへ。川沿いの静かなブレオ地区○と丘の上のバロック様式の美しい建
物が並ぶピアッツァ地区○からなる町です。観光後、かつてはピエモンテ最大の
町であったクーネオへ向かいます。      
                                                                                                               〈クーネオ泊〉        

6
クーネオ滞在
（ブラ）
（ポレンツォ）

■午前、クーネオ市内観光。町の中心ガリンベルティ広場○、いろいろな時代の教
会や修道院からなるサン ･フランチェスコ建築群◎にご案内します。
★昼食は、ピエモンテ名物のラビオリ「アニョロッティ・ダル・プリン」をどうぞ。
■午後、スローフード発祥の地で知られる町ブラの観光。バロック建築に彩られる
美しい街並みを散策します。また、近郊のポレンツォの塔○と教会○にもご案内
します。観光後、クーネオに戻ります。     
                                                                                                               〈クーネオ泊〉        

7

クーネオ
（キアナーレ）
サルッツォ

■午前、名峰モンヴィーゾの麓のヴァライタ渓谷を進み、10キアナーレ〇へ。石造
りの家々が並ぶ趣ある街並みを散策します。その後、サルッツォへ。
■午後、400 年間華やかな公爵領として栄えたサルッツォの観光。大聖堂○、町で
一番絵になるカステッロへの坂道○など中世が残る街並みを散策します。また、
郊外のマンタ城の壁画「９人の英雄と９人の女傑」◎をご覧いただきます。
                                                                                                            〈サルッツォ泊〉        

8

サルッツォ
（フェネストレッレ）
（サクラ・ディ・サンミケーレ）

トリノ

■午前、キソーネ渓谷沿いを進み、フェネストレッレへ。着後、「イタリアの万里の
長城」と呼ばれ、ヨーロッパ最大のフェネストレッレ要塞◎をご覧いただきます。
■午後、山頂に聳えるベネディクト派の聖地サクラ・ディ・サンミケーレ僧院◎に
ご案内します。（※ 15 分程度、坂道を登ります）観光後、トリノへ向かいます。                                               
                                                                                                    〈トリノ市内中心泊〉        

9 トリノ滞在 ■終日、自由行動。ご希望の方は、添乗員が実費にて街歩きにご案内します。
                                                                                                    〈トリノ市内中心泊〉      －  －

10 トリノ ■朝～夕刻、空路、乗り継ぎ便にて、帰国の途へ。                       〈機中泊〉      －   

11 東京 ■朝～夜、羽田または成田空港着。通関後、解散。

◆実は見所豊富なリグーリア州西部とピエモンテ州西部の知られざる見所をご紹介！イタリアの最も美しい村は 10カ所訪問！◆

イヤホンガイド・サービスを使用します。 昼食時、夕食時にドリンク・ウォーターをサービスします。

※道幅の狭い山道を通りますので、使用するバスが小型～中型サイズとなります。予めご了承下さい。
※教会、修道院などは、突然のミサや巡礼の時期、その他の理由で入場出来ない場合もございます。その場合、代替観光にご案内します。
※成田空港発着となる場合もございます。成田発となった場合、空港使用料・保安サービス料は 3,050 円となります。

リグーリア州西部
後背地の山々が海近くまで接近し、その
間にへばりつくように集落や町がある、
そんな光景がリグーリア州の特徴。そう
いった「鷹の巣村」的な村が多いため、「イ
タリアの最も美しい村」に多くの村々が
指定されています。当ツアーでは９カ所
の「美しい村」をリグーリア州で訪れます。

モネも描いた石橋・ドルチェアックア フラ
ンス国境近く、リグーリアの山中の小村。モネ
がよく描いた石橋と古い城塞が残ります。

山岳都市の理想形・アプリカーレ 「アプリ
カーレ」はラテン語で「太陽の村」の意。250
近くある「イタリアの最も美しい村」の中で、
ナンバーワンとの評判の村です。

カステルビアンコ 12世紀に築かれたもの
の 1930 年代に放棄された村が 20世紀に外観を
変えず内装を改装して再開発されました。光ケー
ブルが引かれ現代のライフスタイルが出来る村
として近年人気。「イタリアの最も美しい村」。

海を望む美しい村チェルボ 古来より交通
の要衝として栄えた「イタリアの最も美しい村」。

フィナルボルゴ 14～
17 世紀の建物が城壁で囲
まれ中世の面影を残す「イ
タリアの最も美しい村」。

魔女の村・トリオーラ 中世に魔女狩り
があったことから今は魔女の村として村お
こしを行っています。古い石造りの家並み
から「イタリアの最も美しい村」に指定。

自称独立国・セボルガ公国
中世の頃、実際に公国であった事
と、イタリアに編入となった経緯
が曖昧であるという理由で、独立
を宣言していますが、実態はイタ
リア領。独自の国旗や通貨、切手
も発行してます。

◎利用航空会社：フランス航空など裏面リスト内
航空会社を利用。
◎添乗員：羽田または成田空港より全行程同行。 
◎食事：朝食10回･昼食8回･夕食7回（機内食除く） 
◎ホテル：スタンダード～ファーストクラスの厳
     選ホテル。詳しくはお問い合わせ下さい。
◎最少催行人員：10 名（最大 20 名）
◎海外空港諸税：旅行代金に含まれます。
◎旅券の残存有効期間：帰国時 3カ月以上
◆旅行代金以外に下記費用を別途申し受けます◆
◎羽田空港使用料・保安サービス料：3,050 円
◎国際観光旅客税：1,000 円
◎燃油サーチャージ目安：86,800 円（2023 年 12 月現在）

出 発 日 旅 行 代 金

   5 月 31 日（金） 649,000 円

二人部屋の一人利用追加代金： 118,000 円
（ツインルームまたはダブルルームを確約）



よ り 快 適 な 、 価 値 あ る 旅 の ご 案 内

ご 旅 行 条 件 （ 要 旨 ） ご 旅 行 代 金 の 内 訳 、 お 取 消 料 な ど に つ い て 、 旅 行 条 件 を 十 分 に お 読 み 下 さ い 。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
この旅行は株式会社旅のデザインルーム（以下当社）が企
画・募集し実施する企画旅行であり、参加されるお客様は
当社と企画旅行契約を締結することになります。当社は旅
行日程に従ってお客様が運送・宿泊機関等の旅行に関する
サービス（以下旅行サービス）の提供を受けることができ
るように、手配することを引き受けます。この書面は、旅
行業法第 12 条の 4 に定める取引条件説明書面及び同法 12
条の 5 に定める契約書面の一部になります。旅行契約の内
容・条件は別途お渡しする旅行条件書（全文）、ご出発前
にお渡しする最終日程表（確定書面）によります。お申込
の際は、旅行条件書（全文）をお受け取りの上、必ずご確
認下さいますようお願い申し上げます。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
●旅行代金に含まれるもの
◇旅行日程に明示した運輸機関の運賃、食事料金、観光料

金（バス料金 ･ ガイド料金 ･ 入場料）、宿泊料金二名一
室を基準）及び税 ･ サービス料、海外空港諸税、スーツ
ケース一個の運搬料金、団体行動中のチップ、添乗員付
コースはその同行諸費用。以上の費用は、お客様の都合
により、一部利用されなくても原則として払い戻しはい
たしません。

●旅行代金に含まれない物
◇上記の他は旅行代金に含まれません。その一部を例示い

たします。超過手荷物料金、お一人部屋を利用される場
合の追加料金、希望者のみ参加されるオプショナル・ツ
アーの料金、渡航手続関係諸費用（旅券印紙代、手続代
行料金など）、日本国内の空港施設使用料・保安サービ
ス料、国際観光旅客税、燃油サーチャージ、国内におけ
るご自宅からツアー集合及び解散空港間の交通費 ･ 宿泊
費、クリーニング代 ･ 電報電話料金 ･ ホテルのボーイや
メイドへのチップ、日程明示外及び別途追加の飲食費、
他一切の個人的性質の諸費用。

●お申し込みに際して
◇旅行中に特別な手配を必要とする方は、お申込みの時に

その旨お申し出下さい。コースによっては、ご参加いた
だけないこともございます。

◇特定の目的又は、特定の旅客層を対象とした旅行につい
ては、ご参加いただけない場合もございます。

◇他のお客様に迷惑を及ぼすおそれがあると当社が判断　
する方のお申込みはお断りすることもございます。

●旅行代金のお支払い
◇旅行代金は、出発日の 21 日前までにお支払い頂きます。

●取消料

                                                             
● ｢ピーク時｣ とは 12/20 ～ 1/7､ 4/27 ～ 5/6 及び 7/20

～ 8/31 をいいます。
●取消料の対象なるお支払い対象旅行代金とは、旅行代金

と追加代金（一人部屋利用追加代金・航空機の等級変更
による差額など）の合計額です。

●同部屋予定の方の取消に伴う一人部屋追加代金について
◇配偶者・友人など同部屋予定のお相手の方がお取消しされ

た場合、結果的にお一人でお部屋を利用することになる方
は、一人部屋利用追加代金のお支払いが必要となります。

●旅行条件・旅行代金の基準　
◇この旅行条件は 2023 年 12 月 25 日を基準としておりま

す。また旅行代金は 2023 年 12 月 25 日現在有効な航空
運賃・適用規則に基づいて算出しています。尚、旅行代
金の変更について定めた当社約款第１３条第１項から第
４項の適用に関し、幅運賃制である IIT 運賃（個人包括旅
行運賃）を適用した旅行は、幅の範囲内での航空運賃の
増額又は減額があっても当該旅行の代金の変更は致しま
せん。詳細については、当社の旅行業約款をご覧下さい。
又、当社はいかなる場合でも旅行の再実施は致しません。

●旅程保証
◇旅行日程に重要な変更が行われた場合は、旅行業約款の

規定により、その変更の内容により変更補償金をお支払
い致します。

                            
  この条件に定めのない事項は当社旅行業約款によります。  
  当社旅行業約款をご希望の方は、当社にご請求下さい。    
                                               

      

      ◆◆お申し込みからご出発まで◆◆
１）お問い合わせ：ご関心お持ちのコースをお電話または

メールでお知らせ下さい。詳しい日程やご旅行条件が
記載されたパンフレットをお送りいたします。                

２）お申込み手続き：ご希望のツアーの残席状況をご確認
の上、お電話でご予約下さい。その後、５日以内に「お
申込書」をお送り下さい。あわせて「お申込金」５万
円（ご旅行代金 30 万円未満のツアーの場合は３万円）
を弊社口座にお振込み下さい。「お申込書の提出」と「お
申込金の入金」をもって正式申込みとなります。

３）残金のお手続き、保険・査証手続き：旅行代金はご出
発の２１日前までにお支払い下さい。査証が必要なコ
ースにお申し込みの方は、旅券など必要書類を当社ま
でお送り下さい。

４）旅程表などの送付：確定した航空会社の便名や発着時
間、宿泊ホテル名、ご集合の案内、ご旅行先の現地事
情（旅先の気温、服装、携行品、通貨）などをひとま
とめにした『旅程表』をご出発の 7 日前までにお送り
いたします。 

５）同行添乗員よりお電話：ご出発の２～３日前に、お世
話させていただく添乗員より皆様に最終打合せのお電
話を差し上げます。ご旅行に先立ち、ご不明な点など
ございましたらご遠慮なくご質問下さい。

６）いよいよご出発：お忘れ物のないように、集合場所に
余裕をもってお出掛け下さい。

●旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取り扱う営　
業所での取引の責任者です。担当者からの説明にご不　
明な点がございましたらご遠慮なく、下記旅行業務取　
扱管理者にご質問下さい。                              

旅行解除期日 旅行代金 取消料（お一人）

ピーク時の旅行（41 日前までは不要）
● 40 日前から 31 日前までの取消し

旅行代金の 10％
（限度額 5 万円）

その他の期間の旅行（31 日前迄不要）
● 30 日前から 21 日前迄の取消し

30 万円以上
15 万円以上
30 万円未満

15 万円未満

５０，０００円

３０，０００円

２０，０００円

以下は全ての旅行に適用
● 20 日前から 3 日前までの取消し 旅行代金の 20％

●前々日から当日 旅行代金の 50％

●無連絡不参加及び旅行開始後 旅行代金の 100％

株式
会社

営業時間 ： 月曜日～金曜日／０９ ： ３０～１８ ： ００、 土曜日／１０ ： ００～１５ ： ３０ （日曜日 ・ 祝日は休業日）ホ ー ム ペ ー ジ http://www.tabideza.co.jp

観光庁長官
〒104-0061 東京都中央区銀座 2-6-8 日本生命銀座ビル 7 階 総合旅行業務取扱管理者 中川 泰三
〒530-0005 大阪市北区中之島 2-3-18 中之島フェスティバルタワー 17 階 総合旅行業務取扱管理者 木下 正人

●国内線の乗り継ぎについて        
◇大阪、名古屋、福岡、札幌などからの国内線でご出発の

場合、追加料金にて手配を承ります（一部コースを除く）。
料金につきましてはお問い合わせ下さい。（別途、お席
の確保が必要となります。）

◇国内線をご利用の場合、国内線の遅延や、乗り継ぎ不可
能な時、座席を確保できない時、他の交通機関を利用し
た時、羽田経由の場合の成田空港までの交通費、宿泊が
必要となった時の費用等、ご出発とご帰国時の国内にお
ける諸費用はお客様のご負担となります。

●航空機及び移動について           
◇利用航空会社は、日本発着便を原則として表示しており、

乗り継ぎを必要とする時の航空便や、旅行地で空路移動
する場合の航空便は、他の航空会社となることもありま
す。又、日程表の空路移動表示は出発地と最終目的地の
みで示されております。

◇交通機関の遅延や、不通、スケジュール変更等により、
目的地での滞在時間の短縮や、訪問地の変更、取り止め
等が生じる場合の責任は負いかねますが、出来る限り当
初の日程内容に従った旅行サービスをお客様がお受けい
ただけるよう努力致します。

◇航空便の座席（隣合わせ、窓側、通路側等）については、
ご希望に添えない場合もございます。又、座席の混み具
合等によりご同伴の方でも隣り合わせのお席にならない
こともございます。

◇僻地や列車等での移動でポーターがいない場所では、お
客様にご協力をいただきご自身のお荷物をお運びいただ
くこともございます。

●利用航空機について（日本発着便）
◇フランス航空､ KLM オランダ航空、ITA エアウェイズ､ ブ

リティッシュ ･ エアウェイズ、ルフトハンザ ･ ドイツ航空、
オーストリア航空､ スイス・インターナショナルエアライ
ンズ､ スカンジナビア航空､ フィンランド航空､ LOT ポー
ランド航空、カタール航空、エミレーツ航空、ターキッシ
ュエアラインズ、エティハド航空、全日空、日本航空。

●日程中のマークの読み方                                                                    
     ：朝食、 ：昼食、 ：夕食、 ：機内食、－：食事なし
     ◎：入場観光、 ○：下車観光、△：車窓観光
●時間帯のめやす                       
        04:00   06:00   08:00   12:00   13:00   17:00   19:00   23:00
                             

●ご宿泊について             
◇お一人で参加され相部屋を希望し、お相手の方が見つか

らなかった場合は、一人部屋利用追加代金の半額にて、
お一人部屋をご利用いただけます。但し、ご出発日の
40 日前までにお申込金のお手続きを完了されたお客様
に限ります。尚、相部屋の方の、禁煙・喫煙、同年代な
どの希望には添えません。また、お申込後「相部屋 ⇒  
一人部屋」へ希望を変更することは原則不可となります。

◇シングル・ルーム（お一人部屋）をご利用の場合、ヨー
ロッパスタイルのホテルでは、お部屋が手狭だったり浴
室の設備がシャワーのみの場合がございます。

◇国によっては、二人部屋のお一人での使用も承ります（別
途、追加料金が必要）が、地方都市や混雑状態などにより
お一人部屋になることもございます。また、ホテルによっ
ては、ダブルベッドの場合もありますので、ご了承下さい。

◇三名様で一室をご利用の場合は、二人部屋に簡易ベッド
を一つ入れた状態でご利用いただくため、お部屋が手狭
となります。また、旅行代金の割引もございません。尚、
旅行中の一部のホテルで簡易ベッドをご準備できないこ
ともございます。その場合、お一人部屋（追加料金が必
要です）をご利用いただくことになります。

◇お部屋のベッドは、二名一室を利用基準に、ベッドが二台
のツインルームをご用意しますが、地方都市や、古いヨー
ロッパスタイルのホテルでは、二つのベッドマットが離れ
ていないジャーマン・ツインタイプのお部屋もございます。

◇バスルーム（浴室）は、地方都市では、お湯の出が悪か
ったり、シャワーのみのお部屋となります。

◇ホテルの部屋割りは、ホテル側で前もって割当ており、
グループやご家族旅行の場合でも、隣室や同階でのお部
屋をご用意できないこともございます。又、伝統や格式
あるヨーロッパのホテルでは、それなりの雰囲気を味わ
っていただける反面、部屋により広さや調度品が異なっ
たり、設備面で機能性を欠く場合もございます。

●ビジネス・クラス利用について
◇お座席の混雑具合により料金が変動いたしますので、早

めのお問い合わせ・お申込みをおすすめいたします。
◇ビジネス・クラス席をご利用いただける区間は、原則と

して日本と最初の到着地の長距離フライトです。短距離
フライトがエコノミー・クラスとなる場合もございます。
また旅行サービス内容（バス、ホテル、食事等）は、航
空座席クラスにかかわらずグループと同一になります。                                                  

●個人情報の取り扱いについて       
◇弊社は旅行申込の際にご提出頂いたお申込書に記載され

た個人の情報に関しましては、お客様と弊社との連絡に
利用させて頂く他、当該旅行の実施に関わる関係諸機関
へ必要な範囲内で提供させて頂きます。また、弊社の旅
行商品の開発、ご案内などで利用させて頂く場合もござ
います。

●海外渡航関連情報について
◇訪問国によっては、外務省より「海外危険情報」など、

渡航に関する情報が出されています。それら情報に関し
ては以下でご確認下さい。

■ 外 務 省 海 外 安 全 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.pubanzen.
mofa.go.jp/

■厚生労働省海外衛生関連情報 http://www.forth.go.jp/

●確定した航空会社の便名、ホテル名等は、ご出発日の前
日迄にお渡しする確定書面でお知らせ致します。尚、お
問い合わせ頂ければ手配状況についていつでもご説　明
申し上げます。

深夜 早朝 朝 午前 昼 午後 夕刻 夜 深夜

◇ご協力とお願い◇                                                                         
団体旅行は、楽しい旅をしていただくためにお客様同士の
心配りが大切です。バス移動の際の前方座席の連日の独占
は避け、カメラ・ビデオの撮影マナー、喫煙マナー、食事
マナーなどに気を配り、お互いに譲り合い、公序良俗を守り、
気持ちよく旅ができるよう、皆様のご協力をお願い申し上
げます。

昼食時、夕食時にドリンク・ウォーターをサービス

便利なイヤホン・ガイドサービスを使用
場所によってはガス入りとなる場合もございます。

添乗員、ガイドから離れていても説明が聞けるイヤホン・サー
ビスを利用し、密状態を避けます。


